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1. MAGNET Field 操作⼿順 
1.1. トータルステーションでの測量作業 
ＴＳ本体に搭載された MAGNET Field を使⽤することで、現場の管理、データの⼊出⼒、放射観測、対回観測、
測設など、基本的な測量作業が⾏えます。 
本ガイドでは、各観測業務の作業フローに則って、MAGNET Field の操作⼿順を説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.2. 基本観測 操作フロー 
MAGNET Field では、基本的な観測（①放射観測 ②対回観測 ③座標測設 ④横断観測）を下記の⼿順
に沿って⾏うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

MAGNET Field 起動

現場設定 

各種設定 

器械設置 

観測→対回観測 

⼊出⼒→ファイル出⼒ 

⼊出⼒→ファイル⼊⼒ 

観測→横断観測  

観測→放射観測 測設→座標 
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2. 現場設定 
2.1. 現場管理（新規現場） 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 現場の新規作成など管理の⼿順につ

いて説明します。 
「現場管理」をタップします。 

 
 

 新規に現場を作成します。 
「新規現場」をタップします。 

 
 

 現場の名前と、必要に応じて作成者
名、備考欄を⼊⼒し、「次へ」をタップし
ます。 
 

 

 座標系選択の画⾯になりますが、
GNSS 機能における設定画⾯です。 
トータルステーションでローカル座標の現
場を作成する場合は、何も⼊⼒せずに
「次へ」をタップします。 
 

MAGNET 
Field は、全モジ
ュールに対応し
たソフトウェアで
す。 
投 影 法 、 測 地
基準、ジオイドモ
デル、縮尺係数
などの設定が⾏
えます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 単位の選択を⾏います。 

プルダウンより、 
  １）距離 
  ２）⾓度 
  ３）座標 
  ４）その他 
それぞれ選択し、『次へ』をタップします。 

国内計量法に
則り、設定可能
な項⽬は、各項
⽬の表⽰桁数と
座標系の表⽰
形式のみ選択
可能です。 
 
 

 表⽰の選択を⾏います。 
各項⽬のプルダウンメニューより 
  １）座標形式 
  ２）座標表⽰順 
  ３）⽅向⾓原点 
  ４）⽅向 
  ５）傾斜表⽰ 
  ６）中⼼杭 接頭⽂字 
  ７）No 杭標記 
 
それぞれ選択し、『次へ』をタップします。 

 

 特に「中⼼杭 接頭⽂字」については、
以下の３種類から選べます。 
 
① NO. 
② SP. 
③ Sta. 
 
また、「…」をタップすると、任意の接頭
⽂字を作成して登録できます。 
 

 

 警告表⽰を設定できます。 
 
すべて設定し終えたら、「✓」をタップし、
トップ画⾯に戻ります。 
 
 
 

各設定は、⼀度
設定すると次回
以 降 、 新 規 現
場作成時に⼊
⼒しなくても⾃
動 で 本 設 定 が
反映されます。 
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2.2. 現場の選択・削除ほか 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 「新規現場」の他、選択できます。 

・現場選択︓既存の現場から選べま
す。 
・現場削除︓現場を削除できます。 
・現場情報︓現場の情報を参照でき
ます。 
・現場写真︓コントローラーで撮影した
写真を参照できます。 
・現場別名保存︓現在の現場を別名
で保存できます。 
・現場をコピー︓現在の現場をコピーで
きます。 

 
 

 「現場選択」や「現場削除」を選択した
場合、対象となる現場名が⼀覧で⽰さ
れます。 
デフォルトでは、最近開いた順に並べら
れています。 
「現場名」のヘッダをタップすると、アルフ
ァベット順に切り替えられます。 
 
「参照」をタップすると、保存先のフォルダ
を指定できます。 

 
 

 「参照」をタップすると、保存先のフォルダ
が表⽰され、階層を切り替えることが出
来ます。 
デフォルトでは、現場ファイルは Jobs フ
ォルダに保存されています。 
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3. 各種設定 
2.1. 観測・測設の設定 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 観測⽅法に関する設定を⾏います。 

「各種設定」をタップします。 
 
 

 「観測」をタップします。 
 

 
 

 ⾃動視準、⾃動追尾に関する設定を
⾏います。 
 
「サーチ範囲」と「旋回速度」の設定を
⾏います 
設定が終了したら、「次へ」をタップしま
す。 

「旋回速度」は
本体カーソルキ
ー、またはソフト
ウェアジョイスティ
ックを使⽤した場
合の旋回速度
です。 
 

 距離測定に関する設定を⾏います。 
「測定⽅法」では、”放射観測”（正の
み）、”正反観測”（正反両⽅）を選
択します。 
 
観測時の「制限値」も設定できます。 
 
トリガーキーでの測定⽅法をプルダウン
メニューより選択し、「次へ」をタップしま
す。 

“正反観測”にし
た場合、「反側
も距離測定」の
有無、「⾃動記
録測定」の有無
をチェックします。
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 ターゲットタイプなど、それぞれの項⽬を

プルダウンメニューより選択します。 
 
画⾯左下の「測距前サーチ」にチェック
すると、⾃動視準機能をアクティブにす
る事が出来ます。 
 
設定終了後、「次へ」をタップします。 
 

測距前サーチに
✔ を ⼊ れ た 場
合、観測画⾯で
「 測 定 の み 」 、
「測定＆記録」
をタップした場合
に必ず、サーチと
⾃動視準を ⾏
います。 

 
 

放射観測時の「測定」アイコンに関する
設定を⾏います。 
EDM モードを精密/⾼速/トラッキング
から設定できます。 
 
 
「測定」アイコン︓ 
 
 
「測定＆記録」アイコン︓ 

 
 

 「⾃動記録」に関する設定が⾏えます。 
 
「次へ」をタップします。 
 
※観測⽅法で⾃動記録を選択した場
合の記録⽅法が選択できます。 
記録順/⽔平距離指定/斜距離指定/
⾼さ指定から選択でき、それぞれ時間
と距離のインターバルを⼊⼒できます。 

 
 

 モニタリング計測に関する設定が⾏えま
す。 
 
ここでは特に設定は加えず、「次へ」をタ
ップします。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 「モニタリング計測」に関するデータ出⼒

の設定です。 
 
特に設定は加えず、「次へ」をタップしま
す。 

 

 「測設」の設定を⾏います。 
測設点記録時の⽔平距離・鉛直距離
の制限値を設定できます。 
 
「以前の測設済み点を含む」にチェック
を⼊れた場合、測設点の選択時にすで
に測設が済んだ点も選択できます。 

コンパス調整お
よび参照表⽰は
コントローラーを
使⽤して GNSS
観測を⾏う場合
の設定です。 
TS 本体の場合
は設定は不要で
す。 

 測設する点を選択した際の、⾃動旋回
の有無、表⽰の有無を選択できます。 
また、⾃動旋回を選んだ場合は、旋回
後の⾃動視準の有無を選択できます。 
 
トリガーを押した場合の記録⽅法の割
り当てと、測定する際の⾃動視準の有
無を選べます。 
 

 
 

 「傾斜測設」に関する設定が⾏えます。 
 
特に設定は加えず、「次へ」をタップしま
す。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 測設時の「測定」アイコンに関する設定

を⾏います。 
EDM モードを精密/⾼速/トラッキング
から設定できます。 
 
 
「測定」アイコン︓ 
 
 
「測定＆記録」アイコン︓ 
 

 

 測設済みの点をマップ上で表⽰する際
のアイコンを設定できます。 
 
アイコンを使⽤する場合、アイコンの形
や⾊を選択できます。 
 

 
 

 新しく記録する点と測設済みの点に対
する名前の付け⽅を設定できます。 
 
 
 

 
 

 記録時の警告⾳の有無など、各種詳
細設定の有無を選択できます。 
 
全て設定し終えたら、「✓」をタップし、ト
ップ画⾯に戻ります。 
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4. ⼊出⼒ 
4.1. ファイル⼊⼒ 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 新規に作成した現場の中に、座標デー

タを⼊れます。 
 
メイン画⾯から「⼊出⼒」をタップしま
す。 

 

 「ファイル⼊⼒」を選択します。  
 

 データの種類を選択できます。 
ここでは既存の座標データを⼊⼒します
ので「座標」を選択します。 
 
フォーマット形式の種類も選択できま
す。 
ここでは「CSV フォーマット」を選択しま
す。 
 
「次へ」をタップします。 

⼀度選択フォー
マットは、リストの
上位 4 つまで表
⽰されます。 
よく使⽤するフォ
ーマットを選択し
やすくなっていま
す。 
 
 

 対象となる座標データの保存先を選び
ます。 
ここでは TS本体に挿⼊した USB メモリ
に保存されたデータを選択します。 
フォルダの階層を変更して「リムーバブル
ディスク」を選択します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 リムーバブルディスク（USB メモリ）内

に保存されたファイルが⽰されます。 
 
この中から対象となる「CSV ファイル」を
選択し、「✓」をタップします。 

 

 「座標系」の確認画⾯となりますが、ロ
ーカル座標であればそのまま何もせずに
「✓」をタップします。 

 
 

 座標データの⼊⼒が開始されます。 
保存されている点数がロードされ、終了
したメッセージを確認し、「閉じる」をタッ
プします。 
 
以上でデータの⼊⼒が完了します。 
 
座標データは、メイン画⾯の「編集」→
「座標」を開くと確認できます。 
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4.2. ファイル出⼒ 
標準画⾯ 操作⼿順 補⾜

 データの出⼒を⾏います。 
メイン画⾯から「⼊出⼒」をタップしま
す。 

 

 「ファイル出⼒」をタップします。  
 

 データの種類を選択できます。 
ここでは現在の現場内に保存された座
標データしますので、「座標」を選択しま
す。 
 
フォーマット形式の種類も選択できま
す。 
ここでは「CSV フォーマット」を選択しま
す。 
 
「次へ」をタップします。 

 
 

 出⼒しようとする保存先を選択します。 
 
ここでは TS本体に挿⼊した USB メモリ
にデータを出⼒します。 
 
フォルダの階層を変更して「リムーバブル
ディスク」を選択し、「✓」をタップします。 

出⼒するファイル
名を、この時に
変更することが
出来ます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 「座標系」の確認画⾯となりますが、ロ

ーカル座標であればそのまま何もせずに
「✓」をタップします。 

 

 座標データの出⼒が開始されます。 
 
現場で記録された点数が出⼒されま
す。 
出⼒が終了したメッセージを確認し、
「閉じる」をタップします。 
 
以上でデータの出⼒が完了します。 
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5. 器械設置 
5.1. 後視点 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 ⼊⼒された座標データを使って、後視

点による器械設置を⾏います。 
メイン画⾯から「器械設置」をタップしま
す。 
 

 
 

 「後視点」をタップします。 
 

 
 

 既知点上に設置した TS 本体を器械
点とします。 
 
この画⾯で、器械点の点名と器械の⾼
さ、後視点の点名、プリズムの種類、プ
リズムの⾼さを設定できます。 

後 視 点 で 「 点
名」ボタンをタップ
すると、⽅向⾓
の⼊⼒による後
視点設定が⾏
えます。 

 器械点の選択には、「マップ」からの選
択と、「座標リスト」からの選択が⾏えま
す。 
 
「座標リスト」アイコンをタップするとポップ
アップが開くので、「リストを指定」を選択
します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 現場に⼊⼒されている座標リストが開き

ます。 
 
このリスト内から対象となる点名を選択
し、「✓」をタップします。 

 
 

 器械点が決定しましたので、後視点を
選択します。 
 
同様に「座標リスト」アイコンをタップし、
点名を選択します。 
 
器械点と後視点の⼊⼒が済んだら、
「次へ」をタップします。 
 

 
 

 観測上の⼊⼒画⾯になります。 
観測時の環境について⼊⼒し、「次へ」
をタップします。 
 

 

 「後視⽅向⾓度」には、⽔平⽅向の回
転量が表⽰されます。 
 
「リスト」アイコンをタップすると、ポップアッ
プが表⽰されます。 
 
後視回転量の値をゼロまたは⽅向⾓に
設定したり、値を+/-90 度または 180 
度ずつ変更したりできます。 
 
「後視へ」ボタンをタップすると、TS 本体
を後視点へ旋回させることができます。 

後視点までの距
離を測定する必
要 が あ る 場 合
は、「距離測定」 
を選択します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 後視点のプリズムを視準し、「セット」を

タップすると、後視点を測距します。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 測距が完了すると、結果が表⽰されま
す。 
⽔平距離差、鉛直距離差が問題ない
ことを確認します。 
 
問題なければ、「ホーム」ボタンをタップし
て、器械設置が完了します。 
 
もう⼀度⾏う場合は、「戻る」ボタンをタ
ップし、後視点測距画⾯に戻ります。 
 
 

左下の「保存」
ボタンを押すと、
結果をテキスト
で保存することが
出来ます。 
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5.2. 後⽅交会 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 現場に既知点が 2 点あり、任意の場

所に器械を設置する場合、後⽅交会
による器械設置が⾏えます。 
 
メイン画⾯から「器械設置」をタップしま
す。 

 
 

 「後⽅交会」をタップします。 
 

 
 

 器械点の⼊⼒を⾏います。 
ここでは新しい器械点としての点名を⼿
⼊⼒します。 
 
また、器械の⾼さを⼊⼒しておきます。 
 
 

 
 

 なお、後⽅交会の設定を変更すること
も出来ます。 
 
「M」ボタンをタップし、「オプション」を選
択します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 後⽅交会のオプション画⾯が開き、測

定⽅法の詳細を設定できます。 
 
後⽅交会に使⽤する値を、 
・2D（平⾯座標のみ） 
・2D＋⾼さ（平⾯と⾼さを別々） 
・3D 結合（平⾯と⾼さをまとめる） 
から選べます。 
 
「✓」をタップし、戻った画⾯で「次へ」を
タップします。 

 
 
 
その他の項⽬は
ここでは特に設
定せずに進めま
す。 

 後⽅交会の 1 点⽬を観測します。 
 
「リスト」アイコンをタップし、座標⼀覧を
開きます。 

 
 

 座標⼀覧リストから、1 点⽬となる座標
を選択します。 
 
 

 
 

 選択した座標にプリズムを設置し、視
準を⾏います。 
「観測＆記録」ボタンをタップし、1 点⽬
を記録します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 次に、後⽅交会の 2 点⽬を観測しま

す。 
 
「リスト」アイコンをタップし、座標⼀覧を
開きます。 
 

 
 

 座標⼀覧リストから、2 点⽬となる座標
を選択します。 
 
 

 
 

 選択した座標にプリズムを設置し、視
準を⾏います。 
「観測＆記録」ボタンをタップし、2 点⽬
を記録します。 
 
 

 

 2 点の記録が完了すると、後⽅交会が
適切に⾏われたかどうか、計算結果が
⽰されます。 
較差を確認し、問題がなければ「記録」
をタップします。 
 
新しい器械点が登録され、後⽅交会
による器械設置が完了します。 
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6. 観測・測設 
6.1. 放射観測 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 器械設置が完了したら、各種観測が

⾏えます。 
 
ここでは放射観測を⾏います。 
 
メイン画⾯から「観測」をタップします。 

 
 

 「放射観測」をタップします。 
 

 
 

 点名を⼊⼒し、プリズムの選択、プリズ
ム⾼の⼊⼒を⾏います。 
 

 

 ターゲットを切り替える場合は「EDM」
ボタンをタップします。 
プリズム、ノンプリズム、シートの 3 種類
から選択することが出来ます。 
 
ターゲットを変更すると、アイコンの表⽰
が変化します。 
 
「EDM」ボタンでは他に、観測⽅法、ガ
イドライトなどの設定も⾏えます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
  

      「観測設定」ボタンをタップす
ると、測定⽅法などが設定できます。 
 
1.観測⽅法・トリガー割り当て 
2.ターゲットタイプ詳細設定 
3.EDM モード設定 

 
「各種設定」の
「観測」で設定し
た内容と同じ画
⾯が表⽰されま
す。 
 

 「ターゲット」ボタンをタップすると、表⽰さ
れているプリズムで設定したプリズム⾼が
プルダウンに表⽰されます。 
また、「編集」をタップすると、新たなプリ
ズム定数を⼊⼒することが出来ます。 

 
 

 プリズム定数はデフォルトで設定された
値を選択するか、もしくは任意に新規
作成することが出来ます。 
 
新規に設定を追加する場合は、「…」
をタップします。 
 

 

 プリズム定数を新たに設定する場合
は、＜新規追加＞を選択します。 
 
プリズム情報として、名前と定数に任意
の値を⼊⼒できます。 
 

プリズムは下記
から選べます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 各種の設定が完了したら、ターゲットを

視準し、「測定」→「記録」を⾏います。 
 
記録が済むと、点名は⾃動的にインクリ
メントされて数字が加算され、次点に移
ります。 
 

 
 
「測定」ボタン 
 
 
 
「測定＆記録」
ボタン 
 

 なお、観測画⾯はデフォルトで「標準」
ビューで表⽰されていますが、上部のメ
ニューバーをタップすると、「マップ」ビュー
に切り替えることができます。 
 

 
 

 「マップ」ビューに切り替えた場合も、同
様に「測定」→「記録」が⾏えます。 
 
 
 

 
 

 「マップ」ビューの場合は、選択した６種
類の項⽬を表⽰することが出来ます。 
 
もっとも重視する表⽰を選択し、お好み
にカスタマイズすることが可能です。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
        

 
 「マップのプロパティ」ボタンをタップする
と、表⽰の設定などが選択できます。 
 
「全体」タブでは、表⽰フォントの⼤き
さ、ラベルの⼤きさが選択できます。 

プロパティの他、
表⽰の拡⼤縮
⼩が⾏えます。 
 

 「実体」タブでは、表⽰させる点の種類
の有無を選択できます。 
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6.2. 対回観測 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 対回観測を⾏います。 

メイン画⾯から「観測」をタップします。 
 

 
 

 「対回観測」をタップします。  
 

 器械設置の画⾯が開きますので、器械
点と後視点を⼊⼒し、「次へ」をタップし
ます。 

 

 観測情報⼊⼒画⾯になります。 
気温や気圧など必要な情報を⼊⼒し
ます 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 対回パターン設定ほか、観測⽅法の設

定画⾯になります。 
 
すべて設定したら「次へ」をタップします。 

 
 

 観測⽅法︓ 
前視⇔後視の組み合わせパターンを設
定できます。 
デフォルトでは、「後視 前視＾前視 
後視」がセットされています。 
 

 

 観測パターン︓ 
制限値等級ごとの対回パターンを選択
できます。 
１〜4 級基準点のほか、パターンの選
択が可能です。 
また、任意のパターンを新規に作成する
こともできます。 
 
新規に作成する場合は「…」をタップし
ます。 

 

 観測パターンの「…」をタップすると「対
回パターン」編集画⾯になります。 
 
「追加」をタップすると、新規作成画⾯
に切り替わり、新たなパターンの登録が
可能です。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 TS 本体 H ⾓セット︓ 

後視点に対する⽔平⾓を設定できま
す。デフォルトは 0 セットです。 
リストアイコンをタップすると、ポップアップ
が開き、⽅向⾓の設定などが⾏えま
す。 
 
後視点⾓度はTS本体H⾓セットに依
存します。 
 

チェックを⼊れて
いない場合、2
対回⽬は 180°
開始となります 
270°開始時は
必ずチェックを⼊
れて観測してくだ
さい 
 

 輪郭設定︓ 
対回数に合わせた輪郭の設定が⾏わ
れます。 
⾃動旋回︓ 
次のセットへ⾃動的に旋回します。 
旋回後サーチ︓ 
旋回後に⾃動視準を⾏います。 
⾃動記録測定︓ 
視準後⾃動的に測定・記録を⾏いま
す。 
観測点名⼀括⼊⼒︓ 
対象となる座標を⼀括⼊⼒できます。 

 
 

 ターゲットタイプなど測定に関する設定
を⾏います。 
 
「測距前サーチ」にチェックを⼊れると、
各⽅向の測定前に⾃動視準を⾏うか
選択できます。 
 
それぞれ設定完了後、「次へ」をタップし
ます。 

 
 

 「観測点名⼀括⼊⼒」にチェックを⼊れ
ていると、観測する点名を⼀括で⼊⼒
する画⾯になります。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 「追加」をタップして、点名・プリズム・視

準⾼を⼊⼒して追加していきます。 
 
点名の編集も可能です。 
 
⼊⼒後、「次へ」をタップします。 
 

 
 

 観測画⾯に切り替わります。 
後視点の観測を⾏います。 
 
後視点の視準を⾏い、     をタップ
して、測定＆記録を⾏います。 

 
 

 次に、1 ⽅向⽬の観測を⾏います。 
 
１⽅向⽬を視準し、     をタップし
て、１⽅向⽬ 正 の測定＆記録を⾏
います。 
 
※モード設定の画⾯で、「⾃動旋回」、
「旋回後サーチ」、「⾃動記録測定」に
チェックされていると、視準を⾏った後、
測定＆記録が⾃動的にされます。 

「旋回速度」は
本体カーソルキ
ー、またはソフト
ウェアジョイスティ
ックを使⽤した場
合の旋回速度
です。 
 

 続いて、２⽅向⽬を視準します。 
 

をタップすると、２⽅向⽬の
観測を開始します。 
同様に３⽅向⽬、４⽅向⽬と必要に
応じて計測を続けます。 
 
最後に       をタップすると、⾃動
対回が始まります。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 対回観測の結果が表⽰されます。 

制限内で測定された場合は、「✓制限
内チェック」と表⽰され、問題がないこと
が⽰されます。 
 
また上部の対回観測メニューバーをタッ
プすると、以下のプルダウンが表⽰され
ます。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 「計算結果」を選択すると、セットごとの
計算の結果が表⽰されます。 
 
「記録」をタップして、対回観測を終了
します。 

較差オーバーの
場 合 は 、 値 に
「 ＊ 」 が 付 き ま
す。 
 
 

 「レポート」をタップすると、テキストで対
回観測結果を保存することができます。 
 
「保存」をタップし、保存先をフォルダを
選択することができます。 
 
 

 

 「再測定」をタップすると、全対回を再
測定するか、特定の対回を再測定する
のかを選択できます。 
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6.3. 座標測設 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 座標測設を⾏います。 

トップ画⾯から「測設」をタップします。 
 
 

 「座標」をタップします。 
 

 
 

 測設する点を座標リストから選択しま
す。 
「リスト」アイコンをタップします。 
 
マップから座標を選択することもできま
す。 
 

「測設点」ボタン
をタップすると、
「近傍点」に切り
替わります。 
この場合、測定
した点から最も
近い点へ誘導さ
れます。 

 「リスト」アイコンをタップすると、座標リス
ト⼀覧が開きます。 
この中から対象の点を選択します。 
 
選択した座標は「測設点」となります。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 測設点を設定し、プリズムの種類と⾼さ

を設定したら、「測設」ボタンをタップしま
す。 
 
       画⾯上部の測定設定アイコン
をタップすると、測設の詳細を確認する
ことができます。 
 

 

  
     アイコンをタップすると、測設の
設定が開きます。 
制限値が設定が確認できます。 
 
「以前の測設済み点を含む」にチェック
すると測設済みの点も再度選択できる
ようになります。 

 
コンパスの調整と
参照表⽰は TS
本体では変更の
必要はありませ
ん。 
 

 次に、測設点を選択した際の TS 本体
の動きの設定を確認できます。 
 
測設する点へすばやく本体を旋回させ
る場合は、「⾃動 H ⾓/V ⾓」を選択
します。 
旋回後の⾃動視準の有無、トリガー操
作時のボタンの役割を設定できます。 
 
問題なければ「✓」をタップして戻りま
す。 

各条件で TS 本
体の動きを制御
できます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
<マップビュー> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜標準ビュー＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測設（座標）画⾯から「測設」をタップ
すると、観測画⾯に切り替わります。 
 
この時、「設計点への旋回」を設定して
いる場合、TS 本体は測設点の⽅向へ
旋回します。 
 
さらに、「旋回後サーチ」を設定している
場合は、⾃動視準まで⾏います。 
 
 
     
プリズムが視準され、追尾状態になると
観測が開始し、各数値が表⽰されま
す。 
 
表⽰された数値と画⾯上の⽮印を⾒
ながら測設点へプリズムを誘導します。 
 
 
 
 
 
 

「マップ」ビューと
「標準ビュー」の
切り替えは、画
⾯上部の測設
バーをタップして
⾏います。 
 
TS 本体では「マ
ップ」と「標準」ビ
ューを主に使い
ます。 
 
 
 
 
 
画⾯上には6種
類 の 項 ⽬ を 表
⽰できます。 
項⽬をタップする
と、他の候補が
⽰され、任煮の
組み合わせが選
択できます。 

＜マップビュー＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<標準ビュー> 
 
 
 

誘導にしたがってプリズムを測設点まで
移動させると、表⽰が切り替わります
（緑⾊）。 
 
測定＆記録を⾏い、測設点を登録し
ます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 測設点の保存確認画⾯に移ります。 

「データ」タブでは、記録する測設点の
座標情報などを確認できます。 

 

 同じ画⾯の「測設」タブでは、測設点名
が確認できます。 
 
デフォルトでは「点名_stk」という名前で
登録されます。 
 
このまま保存する場合は「✓」ボタンをタ
ップします。 

 

 1 点⽬の測設が終了すると、2 点⽬の
測設に移⾏します。 
 
設定していれば 1 点⽬同様、⾃動的
に旋回・視準を⾏います。 

 

 座標ボタンをタップすると、設計値の
（X,Y,H）が表⽰されます。 
 
             座標表⽰ボタン
をタップすると、その点にTS本体が旋回
します。 
 
         座標選択ボタンの⽮印
をタップすると、対象の前後にそれぞれ
座標を移⾏させることができます。 
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7. 横断観測 
7.1. 横断観測の設定 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 横断⾯を確認しながらの横断観測でき

ます。 
 
メイン画⾯から「観測」をタップします。 

 
 

 「横断観測をタップします。 
 

 
 

 横断観測の対象となる路線とその横断
⾯を選択できます。 
 
まや、インターバルの設定、測点に近い
横断⾯を使⽤するかどうか、役杭の有
無を選択できます。 
 

路線データはあ
らかじめ⼊⼒して
おきます。 

 「路線」選択の「リスト」アイコンをタップ
すると、保存されている路線データの⼀
覧が表⽰されますので、対象となる路
線データを選択します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 「横断中⼼杭」の項で「リスト」アイコンを

タップすると、横断⾯の選択画⾯に切り
替わります。 

 

 「マスク」のボタンをタップすると、役杭の
種類を選択できます。 
 
良ければ「✓」をタップして戻ります。 

 

 「条件設定」をタップすると、断⾯からの
離れ制限値の有無、横断マップビュー
上での⽬安線の有無など選択・設定が
⾏えます。 

 

 「M ボタンから「リンクする」をタップする
と、前点と次点をリンクし、結線させなが
ら観測できます。 
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7.2. 横断観測作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 横断観測設定が完了したら、観測作

業に移ります。 
 
プリズムを視準し、右下の「測定」ボタン
をタップします。 
 
「測定中」と表⽰されます。 

 
 
「測定」ボタン 
 
 
 
「測定＆記録」
ボタン 
 

 測定が完了すると、記録するかどうかを
確認されます。 
問題がなければ「記録」ボタンをタップし
ます。 

 
 
「記録」ボタン 
 
 
 
 

 記録が完了すると次点の観測に移りま
す。 
点名の数値は⾃動的にインクリメントさ
れていきます。 
点をリンクさせて結線を⽣成する場合は
「M」ボタンで「リンクする」を選択しておき
ます。 

 

 

横断観測時にマップビューに切り替えることで、平⾯設計
図と横断図の両⽅を参照しながら観測作業が⾏えます。
表⽰の有無や位置、参照する項⽬などは、任意にカスタ
マイズ可能です。 
また、横断観測中はポールボタンをタップして、ポール横断
観測を⾏うことができます。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 ポール横断観測を⾏う場合は、「測定」

「測定＆記録」ボタンの左にある「ポー
ル」ボタンをタップします。 
ポール測定画⾯が開きます。 
 
左右の指⽰を⾏います。 
直前に観測した点の左右どちらかを選
択し、距離を⼊⼒します。 
また、上下どちらかを選択し、⽐⾼も⼊
⼒します。 
 
「✓」をタップすると観測画⾯に戻りま
す。 

 
 
「ポール」ボタン 
 

 観測画⾯上で、「マップのプロパティ」ボ
タンをタップすると、マップ表⽰のカスタマ
イズが⾏えます。 
 
「全般」タブの中で、マップに表⽰される
⽂字の⼤きさや、横断図表⽰の有無
が設定できます。 

 
 
「マップのプロパテ
ィ」ボタン 
 
 

 マップ表⽰上のいずれか任意の場所を
⻑押しすると、ポップアップが開きます。 
 
「この位置をサーチ」「この位置に旋
回」︓ 
⻑押しした箇所をサーチもしくは旋回し
ます。 
 

 

 「ここに横断図を移動」︓ 
マップ表⽰上の左･中央・右の位置に
移動させることができます。 
マップと横断図を参照する際に⾒やす
い位置に切り替えることができます。 
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7.1. 横断観測データの出⼒ 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 横断形状データの出⼒を⾏います。 

メイン画⾯から「⼊出⼒」をタップしま
す。 

 
 

 「ファイル出⼒」をタップします。  
 

 ファイル出⼒画⾯が開きます。 
データの種類は「路線測量」を選択しま
す。 
ま た 、 形 式 は 「 SIMA 横 断 形 状
（*.SIM）」を選択します。 
 
「次へ」をタップします。 

MAGNET 
Field での横断
観測データの出
⼒は、横断形状
のSIMAフォーマ
ットでの出⼒の
み可能です。 

 出⼒する路線データを選択します。 
 
「次へ」をタップします。 

 

  



p. 39 
 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 出⼒する断⾯を選択します。  

 出⼒保存先を選択します。 
 
ここでは TS 本体に挿⼊された USB メ
モリに保存します。 
階層を上げて「リムーバブルディスク」を
選択し、「✓」ボタンをタップします。 

 
 
ファイル名を変更
することもできま
す。 

 出⼒が開始されます。 
横断形状として観測した点が出⼒さ
れ、正常に出⼒が完了したことが⽰さ
れます。 
 
「閉じる」をタップして出⼒は完了しま
す。 
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7. 補⾜ 
7.1. 「M」ボタンについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 ・ヘルプ︓ 

表⽰画⾯の各機能の詳細説明が
閲覧可能です。 
・MAGNET キーボード ︓ 

SW キーの使⽤有無を設定します。 
・チャット︓ 
 Enterprise に接続して使⽤する機
能です。 
・タイムカード︓ 
スケジュールを⼊⼒することができます。 

 

 ・メニュー設定 
各画⾯に表⽰されるアイコンの表⽰/⾮ 
表⽰設定と、表⽰順のカスタマイズが
可能です。 
 

 

 ・有効なモジュール ︓ 
製品認証を⾏います。既に登録済みの
場合はライセンス情報を確認できます。 

 

 

MAGNET Field において、「M」ボタンは表⽰画⾯上の
機能を補助するコマンドが表⽰されます。 
ここでは、メイン画⾯上で表⽰されるコマンドについて説
明します。 
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標準画⾯ 操作⼿順 補⾜
 ・ソフトウェアアップデート︓ 

TS 本体がインターネットに接続している
場合、ソフトウェアを最新版にアップデー
トすることができます。 
「チェック」をタップすると、現時点でアップ
デートできる項⽬が表⽰されます。 
「適⽤する」をタップすることでアップデー
トが開始されます。 
バージョンが更新できる場合も表⽰に
従い、新バージョンのインストールが⾏え
ます。 

インターネットへ
の接続は、USB
ケーブルを使⽤
するなどして事
前に⾏います。 

 ・バージョン情報︓ 
運⽤しているソフトウェアのバージョン情
報が確認できます。 
 
既にライセンスが登録済みの場合、ライ
センスナンバーが表⽰されます。 
 

 

 

 

 

  

バージョン番号 
⽇付 
ライセンスナンバー 
デバイス ID 
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7.2. 観測画⾯のアイコンについて 
アイコン 補⾜説明・その他

 

レーザーポインタの ON/OFF 選択 

 

 
指定⽅向へ回転（指定各回転、座標指定回転） 

 
マニュアル回転 アイコン 

 

 
⾃動視準 アイコン 

 
⾃動追尾 アイコン  

 

動作停⽌ アイコン 

 
ページ切り替え アイコン 

 
通信状況 アイコン 

 
プリズムタイプ / プリズム乗数 

 
本体バッテリー情報 
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7.3. 描画ツールバーとスナップツールバーについて 
アイコン 機能 補⾜説明・その他 

 
 

点を追加 選択したスナップモードで、ポリラインや円弧に新しい点を追加します。

 
 

ポリラインを追加 スナップモードの選択に関わりなく、ポリラインの構成要素点を連続的
に作成、新しいポリラインを追加します。 

 
 

エリアを追加 選択したスナップモードでポリラインの校正要素点を連続的に作成
し、囲まれたエリアを新しく追加します。 

 
 

フィレット（⾯取り）を追加 2 本の既存のポリライン/円弧の間に定義された半径のフィレットを追
加します。 

 
 

新規 円弧の追加 選択した点を通過する、最適な新しい円弧を追加します。 
 

 
 

新規 線の追加 選択した点を通過する、最適な新しい線を追加します。 

 
 

終点スナップモード ポリライン要素の終点を使⽤して、要素⼜は要素/エリアの末端で点
を作成します。 

 
 

中⼼点スナップモード 
 

ポリライン要素の中⼼点を使⽤して、要素⼜は要素/エリアの中⼼で
点を作成します。 

 
 

円中⼼スナップモード 
 

円弧の中⼼に点を作成します。 

 
 

線交点スナップモード ２本の線の交点で点を作成します。 

 
 

鉛直スナップモード 既存のポリラインに鉛直なポリラインを作成します。 

 
 

四分円スナップモード 円の四分円に点を作成します。 

 
 ※ 各機能の操作⽅法については、マップ画⾯上で   をタップし、『ヘルプ』を参照願います。 
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7.4. マップビューツールについて 
アイコン 機能 補⾜説明・その他 

 
 

拡⼤ズーム 
 

拡⼤表⽰します。 

 
 

縮⼩ズーム 縮⼩表⽰します。 

 
 

ウィンドウズーム 中⼼に配置するエリアをドラッグして選択します。 
オブジェクトを選択する場合、エリアを右下から左上にドラッグします。 

 
 

全てをズーム マップの全てのオブジェクトを表⽰します。 

 
 

マップのプロパティ マップのプロパティを表⽰します。 

 
 

レイヤー レイヤーのダイアログを開きます。 

 
 

点をセンタリング 画⾯の注法に表⽰する点をリストから選択します。 

 
 

ページ切り替え ページを切り替えます。 

 
 

ページ切り替え ページを切り替えます。 
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